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遊休農地から町の名物を作り出せ！ ～皆高６次産業プロジェクト～

活動の経緯 
 

 秩父地方には、豊かな自然や温泉など多くの観光資源があり観光客も多い
が、学校のある皆野町は、近隣の市町に比べ観光客が少なく、観光資源の活用
や魅力化、知名度の向上が課題で、新型コロナウイルスの影響による観光客数
の減少も著しい。また、農家の高齢化による「遊休農地」の増加という問題も
あり、これらの課題解決に向けた取組を開始。 

自分たちで試作品づくり 

活動の概要 
 

生徒と地元お菓子店のコラボにより、遊休農地で栽培したジャガイモを原料
に商品を開発・販売。 

活動の成果、主な実績等 
 
○皆野高校では、地域への貢献を目的として、平成29年の「激推 イノシカ
バーガー」を皮切りに、町の企業と協働してジビエを活用した商品開発プロ
ジェクトを推進。 
○令和４年度は、増加する「遊休農地」の課題に対応するため、地域で栽培
可能なジャガイモを原料としたお菓子の商品化に取り組み、地元の老舗お菓
子店とのコラボで「なんちゃって!?みそぽてサブレ」を開発。 
○令和４年度埼玉県生徒商業研究発表大会において、本プロジェクトが「最
優秀賞」となり、埼玉県代表として関東大会に出場。 

地域イベントでの販売実習 


